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(１)

①

１．計画等概要

基準値
(H26)

実績
(H27)

達成率

79.4% 78.5% ―

基 本 戦 略 名 産業を支える人材を育て、活かす 事業群主管所属 教育庁義務教育課

施 策 名 キャリア教育の推進と企業人材の育成 課 ( 室 ) 長 名 木村　国広

事 業 群 名 キャリア教育・職業教育の推進 事業群関係課(室) 産業政策課、高校教育課

【事業群取組内容（総合計画に掲げる取組）】

《長崎県総合計画チャレンジ2020　本文》

子どもたちが主体的に自己の進路を選択・決定できる能力を高め、望ましい勤労観や職業観を形成していくことができるよう、各学校種におけるキャリア教育・職業教育の充実を図ります。

事業群指標
最終目標
（H32）

【進捗状況の分析】

夢や憧れがある児童（小学校）
及び夢の実現に向けて行動し
ている生徒（中学校）の割合

100%維持

①子どもたちが、「あの人のようになりたい」、「あの人のような生き方がしたい」といった「夢・憧れ・志」を抱くことができる教育環境の
整備を産学官が連携して行っている。実績は、昨年度から横ばいの状況にある。

事業群の進捗状況 －

【事業群取組内容（総合計画に掲げる取組）の分析】

《取組項目及び現状と課題》

ⅰ）「夢・憧れ・志」をもった長崎っ子を社会全体で育成するための産学官連携した教育環境の整備

・産業界や大学等と連携し、各学校区での「職場体験」や「職業人講話」等の取組を支援する産学官連携や連携応援会議を年3回開催することで、郷土の魅力ある大人と子どもが出会う機会を確保し、将来の目標
に向かって努力する子どもの育成につながっている。
・今後、各地域での具体的支援体制づくりのため、全県的協力体制を築いていく必要がある。

ⅱ）県内就職率向上に向けた取組の推進のために求人開拓等を行う専門員を配置

・平成２４年度から平成２７年度までは、キャリアサポートスタッフ事業として、専門員を配置した。（平成２７年度は、高等学校配置が２９校（うち併任配置１２校）、特別支援学校配置が１０校（うち併任配置５校）
キャリアサポートスタッフ２２名）
・キャリアサポートスタッフ配置校における県内就職内定者の割合は６４．８％で、公立高校全体の５６．２％に比べて８．６％ポイント上回るなど、その効果は高く、総合計画に示す目標達成のためには、配置の充実
と配置しているキャリアサポートスタッフ間の連携や情報交換が必要である。

ⅲ）将来の産業を支える人材の育成

・進路指導主事会参加者において、「とても参考になった」「参考になった」と答えた割合が９２％と高く進路指導主事の資質の向上に寄与しているが、より研修内容の充実（参加者の意見交換の時間の確保、キャリ
ア研修会の報告等）を図ることにより数値の改善に取り組む。
・民間講師招へい事業において、参加した生徒の９２．８％が「職業について考える機会になった」と答えていた。
・プロジェクト研究事業では、農業高校４校すべてで、地域や企業、行政と連携し充実して研究に取り組んでいる。



２．27年度取組実績

H27実績 一般財源 人件費(参考) H27目標 H27実績 達成率

H28計画 一般財源 人件費(参考) H28目標 ― ―

1 1 100%

1 ― ―

77.5 78.5 101%

92.0 ― ―

22 22 100%

― ― ―

62 64.8 105%

― ― ―

― 3,216 ―

3,600 ― ―

― ― ―

53.4 ― ―

1,300 1,199 92%

40 ― ―

90 92.8 103%

95 ― ―

100 97 97%

100 ― ―

90 92.0 102%

95 ― ―

取組
項目

事務事業名 事業
期間

事業費(上段:実績、下段:計画、単位:千円） 事　　　業　　　概　　　要 指標（上段：活動指標、下段：成果指標）

事業の成果等

中
核
事
業所管課(室)名

取組
項目
ⅰ

長崎っ子の「夢・憧れ・
志」を育む環境整備事
業 H25－

30

415 415

義務教育課

フォーラム・講演会の
開催回数 「長崎っ子の『夢・憧れ・志』応援会議」に

おいて指定した重点支援地域において、
子どもや保護者等を対象とした講演会を
実施することにより、子どもの「夢・憧れ・
志」の育成に寄与することができた。

事業対象
事業内容

（事業の実施状況）
指標 主な目標

○

713 713 1,613 成果
指標

夢や憧れがある児童
（小学校）及び夢の実
現に向けて行動してい
る生徒（中学校）の割
合（％）

1,611

公立小・中学
校の教員・児
童生徒

産学官が連携した「長崎っ子の『夢・憧れ・
志』応援会議」を実施し、学校・地域・家庭
が一体となって子どもの「夢・憧れ・志」を
育むための施策を協議した。

活動
指標

キャリアサポートスタッ
フ事業 (H27終

了)
H24-
H27

58,866 56,271 5,236
県立学校
（高等学校・
特別支援学
校）の生徒

新規学卒者の県内就職率の改善や障害
のある生徒の実習先開拓のため、職員を
配置し、県内企業の求人開拓や生徒・保
護者の進路相談等の就職活動支援及び
就職する生徒の社会生活への円滑な移
行を支援した。

活動
指標 配置人数（人） キャリアサポートスタッフが行う県内企業

の求人開拓やインターンシップ受入れ企
業の開拓等により配置校における高校生
の全就職内定者に対する県内就職内定
者の割合が前年度を上回った。取組

項目
ⅱ

― ― ―
成果
指標

配置校における高校
生の全就職内定者に
対する県内就職内定
者の割合（％）高校教育課

高校生のためのふるさ
と長崎就職応援事業 (H28新

規）
H28-

―

○

72,309 69,530 7,259 成果
指標

県立学校
（高等学校・
特別支援学
校）の生徒

県外への就職割合が高い工業高校等に
キャリアサポートスタッフを配置し、生徒や
保護者に対して県内企業の魅力と情報を
提供するとともに、学校内での企業説明
会、インターンシップの支援等を実施する
ことで、県内企業への就職等を支援する。

取組
項目
ⅲ

産業教育指導費
―

12,240 12,185

進路指導費

―

1,488

県立学校
（高等学校・
特別支援学
校）の生徒

企業・研究機関等から講師を招へいし、産
業界の変化に対応できる人材の育成等を
目指した民間講師招へい事業や、プロ
ジェクト研究活動に対する支援（農業）、技
術・技能向上に対する支援（工業）、プレ
ゼンテーション能力等に対する支援（商
業）等を実施した。

高等学校における進路指導上の諸問題
について研究協議を行い、進路指導の一
層の改善・充実を図るとともに、進路指導
主事の資質の向上を図った。

高校教育課

H27:民間講師による講
演実施時間（時間）
H28:県立学校実施校
数（校）

産業教育民間講師招へい事業の実施校
において、「職業について考える機会に
なった」と答えた生徒の割合は目標を超
える数値となり、生徒の職業観の醸成に
寄与している。

雇用労働政策課
（高校教育課）

―

活動
指標

県内企業への訪問回
数

高校教育課

配置校における高校
生の全就職内定者に
対する県内就職内定
者の割合（％）

― ―

参加者割合（％）

○

15,045 14,983 7,662 成果
指標 職業観の育成（％）

7,653

進路指導主事会参加者において、「とても
参考になった」「参考になった」と答えた割
合が高く、進路指導主事の資質の向上に
寄与している。

活動
指標

1,907 1,907 12,904
成果
指標

参加者のアンケートで
「参考になった」と答え
た割合（％）

1,488 8,459

県立高校教
員

活動
指標



３．検証及び問題点の抽出
【課題解決に向けて取り組んだ事務事業の実績の検証】

４．29年度実施に向けた方向性
【問題点解決に向けた方向性】 【個別事務事業の見直し】

事業構築の視点

―

⑨

②

②

ⅰ）「夢・憧れ・志」をもった長崎っ子を社会全体で育成するための産学官連携した教育環境の整備に関しては、「長崎っ子の『夢・憧れ・志』応援会議」において社会全体が連携しながら子どもへの関わることについ
て協議を深めたり、重点支援地域での講演会を実施することで、長崎っ子の「夢・憧れ・志」を育む環境の整備を行い、学校と魅力ある人をつなぐことに寄与することができたが、これらの取組の周知が十分とまでは
言えない。

ⅱ）県内就職率向上に向けた取組の推進のために求人開拓等を行う専門員を配置することにより、県内就職割合が配置していない学校に比べ１７．１ポイント高いことから、専門員の配置は県内就職割合の向上に
寄与しているが、より事業効果を高めるため、県外就職の多い工業高校等への配置数を増やす必要がある。

ⅲ）
・将来の産業を支える人材の育成については、民間講師招へい事業に参加した生徒の９割以上が「職業について考える機会になった」と答えていることから、職業観の醸成がなされており、生徒の進路選択に寄与
している。しかしながら、派遣される講師の地域を限定していることにより、学校が求める講師の選定に限界がある。
・学校の進路指導の中心を担う進路指導主事の研修会において、参加者の９割以上が「参考になった」と答えていることから、教員の資質が向上し、生徒の進路指導に寄与しているが、今後、情報交換の時間の確
保や研修会の報告等を実施するなど、さらに内容の反省と分析を繰り返しながら時代に沿った内容にしていく必要がある。

事務事業名 見直しの方向 見直し区分

改善

ⅰ）「夢・憧れ・志」をもった長崎っ子を社会全体で育成するための
産学官連携した教育環境の整備
「長崎っ子の『夢・憧れ・志』応援会議」の更なる充実を図るととも
に、各市町教委や関係団体への情報提供の仕方を工夫すること
により、取組の効果を高める。

長崎っ子の「夢・憧
れ・志」を育む環境整
備事業

平成２８年度においては、子どもたちに将来への夢・憧れ・志を抱かせるために、社会全体で何
ができるか共に考え、行動するような応援体制をつくるため、「長崎っ子の『夢・憧れ・志』応援
会議」を年３回実施する。
平成２９年度においても、キャリア教育・職業教育の充実のためには、引き続き社会全体が一
体となって取り組む必要があり、本事業を継続し、産学官が連携して子どもたちの育成に取り
組むための環境を整える必要がある。

現状維持

ⅱ）　県内就職率向上に向けた取組の推進のために求人開拓等
を行う専門員を配置
・平成２７年度の「キャリアサポートスタッフ事業」を廃止し、今年度
からは所管を産業労働部に移し、「高校生のためのふるさと長崎
就職応援事業」として、特に県外就職者が多い工業高校にもキャ
リアサポートスタッフを配置し実施している。今後は、事業効果を
ふまえて、配置校の変更や専門員の増員を検討していく。

高校生のためのふる
さと長崎就職応援事
業

平成２８年度においては、配置規定の見直し等を実施し、キャリアサポートスタッフ２５名を併任
を含めて４７校へ配置し、事業効果をあげていく。
平成２９年度においては、工業高校の重点的配置の効果を分析し、配置校の変更等を検討し
ていく。

改善

ⅲ）将来の産業を支える人材の育成
・生徒の進路指導の充実は学校として不可欠である。常に新しい
情報を入手していくことが進路指導には重要であることから、内容
の更新を常に考慮しながら継続していく。
・民間講師招へい事業は、生徒の職業観の向上に寄与しているこ
とが数値から伺えており、引き続き事業を継続していく。

産業教育指導費

平成２８年度においても実施している企業・研究機関等から講師を招へいし講演を行う民間講
師招へい事業等は、就職希望者の職業観の向上に寄与している。
平成２９年度においては、講師の選定方法の見直し方を検討し、改善を図っていく。また、プロ
ジェクト研究活動に対する支援（農業）、技術・技能向上に対する支援（工業）により、本県の高
校生は多くの日本一を取得する等、有意義な支援となっているため、今後も継続していく。

改善

進路指導費

平成２８年度においては、生徒の進路指導の充実を図るため進路指導主事研修会等を引続き
実施する。特に進路指導主事研修会の中で、Ｈ２７年度に新たに実施したキャリア教育研修会
の報告は、参加者の資質向上につなげることができた。
平成２９年度においても引続き事業を実施しながら、校種別・地域別の情報交換の時間を拡大
し、内容の充実を図っていく。


